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本校教職員は、日頃から学校教育に携わる者として、コンプライアンスを意識し、自覚と誇りを

もって職務に当たっています。 

子どもたちを導き育てる立場の教職員として、一人一人が自分自身の問題として認識するとと

もに、教育に対する信頼回復に向けて努力し、本校に勤務するすべての教職員が共通認識のもと

で行動し、児童生徒一人一人を大切にした指導、風通しのよい職場環境づくりのために、以下

の具体的方策に取り組みます。 

また、具体的な事例をもとに、より良い対応の在り方を画一的に学ぶのではなく、様々な方

向や立場から意見交換を行う校内研修を設定することで、教職員の同僚間の相互理解を促

進し、本校の組織目標でもある、互いの良さを認め合い、支え合い、協力し合う集団づくりを

推進していきます。 

 

【１】 児童生徒の指導・支援に関すること  

   ・児童生徒一人一人を大切な存在として尊重し、児童生徒の自己肯定感を高め、成長を促す

ことを意識した指導・支援に当たる。 

・児童生徒の障害の特性を把握し、児童生徒の気持ちを理解することを基本とした指導・支援 

を行う。 

・児童生徒の個別指導は、必ず複数の職員で対応する。 

 

【２】 個人情報の取扱い等に関すること  

    ・個人情報の適切な管理に努める。 

・個人情報の封入や配付の際は、複数でチェックする。 

・個人情報を含むものは校外への持ち出さず、校内サーバー等で管理する。 

・複数人にメールを送る場合には、チェックリストに基づき、送信前にメールアドレス、添付ファ

イルを複数で確認する。  

 

【３】 交通法規の遵守に関すること  

・交通法規を遵守し、交通事故を起こさないよう、時間と心にゆとりを持った運転をする。 

・事故を起こしてしまった場合には、冷静に判断し、適切な処置をとる。誠意ある行動をとるよ

うに心がけ、その後、速やかに管理職に報告する。  

・飲酒する場合は車を使用しない、車を使用している人には飲酒を勧めない。 



 

【４】 校内の安全管理に関すること  

    ・教室内に不要なものは置かず、ロッカーや棚の中は常に整理整頓をする。 

・教室、体育館、更衣室、トイレ、廊下等の校内の施設は、複数担当者による、定期的な巡回

及び安全点検（月１回）を行う。 

・修理や改善が必要な状況があった場合には、迅速に修繕を行う。 

  

【５】 公金の取り扱いに関すること  

   ・公金を集金する趣旨を説明し、必ず決算報告を行う。 

・公金であるという認識を持ち、校内規定に基づいた適正な会計処理を行う。 

・出納簿や領収書等が整理されて、帳簿が適正に処理されているかを、定期的に検査を行い、

複数の職員による、履行確認を行う。 

 

【６】 コンプライアンス意識の向上に関すること 

    ・勤務時間外においても、教育公務員として自覚と責任のある行動をする。 

・本県の懲戒処分の状況や措置事案に対する事例や、未然防止対策の取り組み事例を

「One  IBARAKI」「不祥事防止のチェックリスト」等を活用し、非違行為を「自分事とし

て考える」研修を計画的に実施し、コンプライアンス意識の向上を図る。 

 

＜令和６年度 コンプライアンス研修計画＞ 

    回  月           内容等 

 第 １回 ４月 〇服務規律の徹底 
・服務・管理規定の確認 

 第 ２回 ５月 〇人権に配慮した指導について 
 ・人権感覚チェックリストの活用 

 第 ３回 ６月 〇不祥事の根絶について 

 第 ４回 ７月 〇人権教育研修会（人権教育講師派遣事業） 
・人権課題について 

 第 ５回 ８月 〇盗撮等性暴力の根絶に向けて 

 第 ６回 ９月 〇個人情報の取り扱いについて 

 第 ７回 １０月 〇安心・安全な教育環境について 

 第 ８回 １１月 〇「自分事として考える」について 

 第 ９回 １２月 〇公金の取り扱いについて 

 第１０回  １月 〇コンプライアンス推進計画のまとめ 
・コンプライアンス意識に関するアンケート結果検証 

 


